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課　題

目　標

パリ協定の実質排出ゼロ目標のため、世界では再エ
ネ100％の潮流があるが、日本では再エネ調達及び制
度の見通しが不透明であるとして、躊躇する主体が
多い。

2019年度までに、国内の自然エネルギー100％宣言
と賛同をそれぞれ100集め、本プロジェクトのウェブ
サイトで紹介し、提言を行う。

自然エネルギー100％プラットフォーム

自然エネルギー100％宣言 15件
357件
70％
60％

再エネ100％関連報道

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

各地で自然エネルギー100％に関するイベントを企画し、多様なアクターを結び
つけ、さらなる自然エネルギー100％のトレンドを創出する。また、COPやG20サ
ミットへの参加・提言も継続する。

気候変動問題やSDGsに鑑み、再生可能エネルギー中
心の政策への転換を実現するため、自然エネルギー
100％宣言・賛同を集め、その動きを可視化している。
また、COPなどの国際会議の機会に、再エネ強化の提
言を続けている。2018年8月23日に千葉商科大学で
開催することができた、再生可能エネルギー100％
シンポジウム（共催：外務省、環境省、イクレイ日本、
Japan-CLP、CAN-Japan）は、市民社会セクターを超
えた大きな連携と巻き込みの成果だったといえる。

今後の
展望

再エネ100％国際シンポジウム（8月）

COP24カトヴィツェ会議に参加・提言

■苦労した点
自然エネルギー100％のビジョンに対
する見通しを得られるようにするこ
と。

■工夫した点
自然エネルギー100％宣言するための
ガイドを作成し、ウェブサイトに掲載
したこと。

任意団体　Climate Action Network Japan（CAN-Japan）


